
第３回跡施設利用検討部会

日時 令和７年２月１７日（月）

場所 合川公民館ホール
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資料１

学校再編準備委員会
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１ これまでの取組

令和６年７月３日（水） 於：天名公民館第１回

第２回 令和６年１２月１６日（月） 於：合川公民館

全国における学校跡地の状況

鈴鹿市における基本的な考え方

今後の取組スケジュール

開放事業、放課後児童クラブ
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２ 鈴鹿市における基本的な考え方

廃 校 取壊し

更地へ

別の用途で利活用

改修

別の用途で利活用

【令和８年３月末】

【鈴鹿市学校規模適正化・適正配置に関する基本方針（平成30年3月策定）】
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３ 今後の取組スケジュールについて

R6年度 R7年度 R8年度～

（閉校から２～３年程度の想定）

RXX年度

１
7/3 ＠ 天名公民館

12/16 ＠ 合川公民館

サウンディング型
市場調査

敷地整理

公募型
プロポーザル

優先交渉権者
との調整

利

用

方

針

決

定・民間事業者等の利用ニーズが無い

・民間ニーズはあるが実現が難しい 等
基本方針に基づき
取壊しに向けて検討

〇〇株式会社へ売却

△△株式会社へ貸付

校舎等 取壊し

合川小、天名小 閉校（令和８年３月末） 教育財産としての役割終了

本日

２/17 ＠ 合川公民館

２

３
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４ サウンディング型市場調査とは
民間事業者等による利活用の可能性を探るため、

サウンディング型市場調査（事前可能性調査） の実施を
視野に入れて検討を行う。

※サウンディング型市場調査とは・・・
事業発案段階や事業化を考える段階において、事業内容スキーム等に関して、
直接の対話により民間事業者の意見や新たな提案の把握等を行うことで、
対象事業の検討を進展させ、また、制度導入による効果の向上を図る情報収集
手法のこと。

※
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（参考）国土交通省 地方公共団体のサウンディング型市場調査の手引き
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【参考】
サウンディング型市場調査 実施の流れ（一例）

（参考）国土交通省 地方公共団体のサウンディング型市場調査の手引き

実施要領の
公表

現地見学会・
説明会等

サウンディング
の申込・受付

提案書等の
提出

サウンディング
の実施

結果の
公表

 ウエブサイトで公表
 解決すべき事項や
民間事業者から意
見を求めたい事項
を明記

 公平性・透明性に
留意

 より実情に即した
提案を求めるた
めに有効

 エントリーシート
の受付

 日時・会場等の
調整

 必要に応じて
提案書の提出
を求める

 民間事業者の
負担軽減に留
意

 民間事業者から
の提案内容や独
自ノウハウに関し
て、適切な情報
保護が必要

 ウエブサイト
で公表

 その後の検
討において、
個別に追加
質問も有効

① ② ③ ④ ⑤ ⑥



8

５ 令和７年度サウンディング型市場調査
実施スケジュール（案）

実施要領の
公表

令和７年５月頃

現地見学会・
説明会等 ５月下旬 ー ６月上旬

サウンディングの
申込・受付 ６月中

提案書等の
提出 ７月上中旬

サウンディング
の実施

結果の
公表 ９月中

７月下旬 ー ８月上旬

①

②

③

④

⑤

⑥
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６ 提案内容に盛り込んでいく項目（案）
項 目 （案） 内 容 （案）

事業概要
・事業のコンセプト、内容
・整備、運営主体、維持管理体制 等

土地・建物等施設の利活用の提案
・対象施設における利活用の範囲
・既存施設（校舎や屋内運動場等）の活用有無
・既存施設の改修や取壊しの要否

財産の権利移転の有無等 ・土地、建物の活用方式（購入、賃貸の希望等）

事業費等
・想定事業費、資金計画
・事業期間

地域への貢献に対する提案
・事業実施により地域にもたらされる効果
・災害対策への協力
・スポーツ団体、地域イベント等の施設使用への協力 等

利活用に当たっての課題 ・事業実施に当たって、想定される課題や障壁

その他 ・行政に期待する支援や要望事項など
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７ 実施に当たり留意すべき事項

サウンディング型市場調査は法令等の定めによらず、個別事業の必要性に

応じて実施する検討プロセスの一つである。

サウンディング型市場調査への参加実績は、今後の検討における参考とするが、

優先交渉権者や利用方針決定における評価の対象とはならない。

サウンディング型市場調査実施時の公表資料や発言は、あくまでも調査時点で

の想定のものであり、実施を確約するものではない。


